
宿泊施設と旅行会社が「災害情報」を共有ＪＡＴＡ 観
光
産
業
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

被災地の早期回復にも貢献

非
常
時
の
混
乱
回
避
へ

観光産業全体のさらなる成長を目指して

同プラットフォーム事務局から宿泊施設へメッセージ

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ

国
内
旅
行
推
進
部
長

野
浪
健
一
氏

（８）第３１８７号 第３種郵便物認可 ２０２３年（令和５年）８月２８日（月曜日）

　
地
震
や
津
波
な
ど
災
害
が
発
生

す
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起
き

て
い
た
。こ
れ
ま
で
宿
泊
施
設
は
、

取
引
の
あ
る
複
数
の
旅
行
会
社
か

ら
被
害
状
況
や
宿
泊
客
の
安
否
を

確
認
す
る
た
め
の
電
話
が
頻
繁
に

か
か
っ
て
き
て
、
そ
の
都
度
、
同

じ
よ
う
な
内
容
の
回
答
を
返
し
て

い
た
。
電
話
回
線
も
混
雑
。
混
乱

し
て
い
る
状
況
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
旅
行
会
社
へ
の
対
応
に
追
わ

れ
、
本
来
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
業
務
に
支
障
が
起
き
る
ケ
ー
ス

も
あ
っ
た
。

　
今
後
、
観
光
産
業
共
通
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
が
旅
行
・
宿
泊
業
界

に
浸
透
す
れ
ば
、
宿
泊
施
設
は
災

害
状
況
を
同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

に
入
力
す
る
だ
け
で
、
す
べ
て
の

旅
行
会
社
に
そ
の
情
報
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
旅
行
会
社
は
同

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
か
ら
宿
泊
施

設
の
災
害
状
況
な
ど
の
情
報
を
入

手
す
る
。

　
災
害
情
報
共
有
機
能
の
発
報
基

準
は
、
地
震
が
「
最
大
震
度
５
以

上
」
、
津
波
が
「
大
津
波
警
報
」

「
津
波
警
報
」
、
台
風
、
大
雨
、

雪
害
で
は
「
警
戒
レ
ベ
ル
４
」

「
同
５
」
。
業
務
フ
ロ
ー
を
説
明

す
る
と
、
発
報
基
準
を
満
た
す
災

害
が
発
生
し
た
際
、
同
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
事
務
局
が
宿
泊
施
設
に

被
害
状
況
を
聞
く
メ
ー
ル
を
、
旅

行
会
社
に
は
災
害
等
発
生
を
伝
え

る
連
絡
メ
ー
ル
を
発
信
。
宿
泊
施

設
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で

メ
ー
ル
本
文
中
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ク
リ

ッ
ク
し
て
、
質
問
に
回
答
す
る
。

ス
マ
ホ
画
面
で
の
具
体
的
な
回
答

方
法
は
下
の
「
全
体
図
」
の
通
り

で
、
被
害
が
な
い
場
合
は
最
短
２

ク
リ
ッ
ク
で
連
絡
が
完
了
す
る
。

　
こ
の
仕
組
み
に
よ
り
、正
確
で
、

最
新
の
情
報
が
旅
行
会
社
で
共
有

可
能
に
。
従
来
は
本
社
、
本
部
、

支
店
な
ど
の
担
当
者
ご
と
に
宿
泊

施
設
に
電
話
で
確
認
を
行
っ
て
い

た
が
、
そ
の
必
要
が
な
く
な
る
。

　
同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
務
局

で
は
、
回
答
の
な
い
宿
泊
事
業
者

へ
の
登
録
依
頼
や
情
報
が
更
新
さ

れ
な
い
場
合
の
確
認
な
ど
を
ス
タ

ッ
フ
が
行
い
、
最
新
の
情
報
に
な

る
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
。
同
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
申
し
込
み
は

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https

://www.jata-net.or.jp

）
か
ら
。

　
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
）
は
、
宿
泊
施
設
と
旅
行
会

社
と
の
間
で
行
わ
れ
て
い
る
業
務
を
一
元
化
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
化
す
る
「
観
光
産
業
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
構
築

し
、
第
１
段
階
と
し
て
「
災
害
情
報
共
有
機
能
」
の
運
用
を
７

月

日
か
ら
開
始
し
た
。
同
機
能
は
、
災
害
時
に
お
け
る
正
確

な
情
報
の
集
約
、
発
信
を
可
能
と
す
る
も
の
で
、
混
乱
の
回
避

と
風
評
被
害
の
最
小
化
、
被
災
地
の
早
期
回
復
を
実
現
で
き
る

こ
と
か
ら
、特
に
宿
泊
施
設
側
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。

宿
泊
施
設
は
参
画
料
が
無
料
だ
。

　
観
光
産
業
共
通
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
は
、
宿
泊
事
業
者

と
旅
行
会
社
の
間
で
顕
在
化

し
て
い
る
非
効
率
な
情
報
の

や
り
取
り
を
解
決
す
る
取
り

組
み
と
し
て
、
ま
ず
は
災
害

時
の
情
報
集
約
機
能
か
ら
運

用
開
始
し
ま
し
た
（
本
年


月
に
は
宿
泊
施
設
情
報
一
元

化
、
営
業
情
報
発
信
機
能
も

運
用
開
始
予
定
）
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
単
に

情
報
流
通
の
手
法
を
変
え
る

の
で
は
な
く
、
観
光
産
業
全

体
が
抱
え
て
い
る
「
人
手
不

足
」
「
品
質
向
上
」
「
高
付

加
価
値
化
」
な
ど
あ
ら
ゆ
る

課
題
に
共
通
す
る
「
人
的
リ

ソ
ー
ス
の
確
保
」
「
生
産
性

向
上
」
へ
の
一
助
と
し
て
、

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
て
効
率

よ
く
的
確
に
情
報
集
約
・
発

信
で
き
る
仕
組
み
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
観
光
立
国
推
進
基
本
計
画

の
中
で
も
「
稼
げ
る
地
域
・

稼
げ
る
産
業
」
「
持
続
可
能

な
観
光
地
域
づ
く
り
」
が
掲

げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
実

現
す
る
た
め
の
「
力
」
を
生

み
出
す
た
め
に
も
、
業
界
全

体
の
生
産
性
向
上
は
待
っ
た

な
し
の
状
況
で
す
。

　
ま
た
、
観
光
産
業
全
体
が

高
度
化
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
し

て
い
く
た
め
に
は
、
切
磋
琢

磨
し
て
競
争
す
る
事
柄
と
、

協
業
し
て
産
業
全
体
を
高
め

て
い
く
事
柄
を
見
極
め
て
、

実
行
に
移
し
て
い
く
こ
と
が

急
務
で
す
。

　
観
光
産
業
は
裾
野
が
広

く
、
国
の
成
長
産
業
の
柱
、

地
域
活
性
化
の
切
り
札
と
い

わ
れ
な
が
ら
、
そ
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
生
か
し
き
れ
て
い

な
い
状
況
で
す
。
観
光
産
業

全
体
の
さ
ら
な
る
成
長
や
デ

ジ
タ
ル
化
・
業
務
の
高
度
化

に
向
け
た
第
一
歩
と
し
て
、

今
回
の
観
光
産
業
共
通
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
取
り
組
み

を
一
丸
と
な
っ
て
推
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
参
画
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。


